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講師自己紹介

村山 和生（むらやま かずお）

• まなぶとはたらくをつなぐ研究所 主席研究員
• （兼務先）「Between」編集委員
• （経歴）ベネッセ教育総研 シニアコンサルタント／「VIEW21大学版」編集長／一般財団法人大学IR総研 副事務局長
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「ベネッセ i-キャリア」について
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本日の構成

1.「文理融合系学部」を取り巻く環境の整理

2.「文理融合系学部」の現状と大学生の変化

3.「文理融合系学部」の学びと社会での活躍
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エリア別18歳人口と定員充足率

＊Between「特集：みんなで挑む！人口減」（2023年№308）
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「教育未来創造会議」

＊教育未来創造会議「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」（2022年5月10日）
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「令和4年度大学設置基準等の改正」の概要

総則等理念規定の明確化について

•３ポリシーに基づく教育課程の編成等や自己点検・評価、認証評価の結果を踏まえた不断の見直し

を行う旨、規定上明確化

教育研究実施組織等について

•必要な教員及び事務職員等からなる教育研究実施組織の編制など、教員と事務職員等の関係を

一体的に規定

基幹教員制度について

•従前の設置認可審査における専任教員の考え方等も踏まえながら「基幹教員」として定義を明確化

するとともに、必要最低教員数の算定においては、複数の大学・学部での算入も可能（４分の１ま

で）とすることなどを規定

指導補助者について

•当該大学の学生その他の大学が定める者に授業を補助させることができる旨などを確認的に規定

•質保証の観点から、授業を補助させること等ができる当該大学の学生その他の大学が定める者につい

て、研修を実施することを新たに義務付け

•また、教職協働の促進の観点から、改正前の大学設置基準上では離れた位置に規定されていた

SD・FD関係の規定も集約

授業期間について

•改正前の「定期試験等の期間を含め」との規定を削除

•授業期間を10週又は15週を原則とするとの考え方を改め、大学の判断により多様な期間（８週、

10週、15週を例示）が設定できること等を明確化

単位の計算方法等について

•１単位に必要な授業時間数について、授業方法別に基準を定めた規定を廃止

•従来の整理に即し、レポート等も含めた多様な学修評価方法により、単位を与えることを明確化

卒業要件の明確化について

•「大学に四年以上在学し」の規定を削除するなどの改正を行う

校地、校舎等の施設及び設備について

•校地（空地）について、教員と学生、学生同士の交流の場としての役割についても明確化

•運動場・体育館等のスポーツ施設、講堂、寄宿舎・課外活動施設等の厚生補導施設について、必

要に応じ設ける施設として一般化

•教育研究上の機能として必要となる教室、研究室等は列記しつつ、大学は、その組織及び規模に応

じ、教育研究に支障のないよう、必要な施設を備えた校舎を有するものとすることを規定

•研究室の整備は基幹教員に加え、従来の授業を担当しない専任教員も対象に

•図書館を中心に系統的に整備する資料の例示として、電子ジャーナル等を念頭に「電磁的方法によ

り提供される学術情報」を加えるほか、図書館に閲覧室、整理室等を備えることを求める規定を削除

するなどの改正を行う

教育課程等に係る特例制度について

•内部質保証等の体制が十分機能していること等を要件として、教育課程等に係る特例対象規定の

一部又は全部によらないことができる特例制度を新設

経過措置について

•現に設置されている大学等に対する「基幹教員」「校舎」「研究室」の規定の適用については、従前の

例によることができること（特に期限はありません） …など

※要 申請

※全面適用は令和7年度から
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「大卒者に特に期待する資質・能力・知識」

＊日本経済団体連合会「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2022年1月18日）
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「新しい時代への対応に向けて経済界が期待する大学教育改革」

＊日本経済団体連合会「新しい時代に対応した大学教育改革の推進－主体的な学修を通じた多様な人材の育成に向けて－」（2022年1月18日）
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企業から見た大学でのDX・GX教育

＊Between「特集：教育改革と学生募集」（2023年№309）
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2023年度大学入試概況（志願者数/受験者数）

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「2023年度入試結果第1回出願指導WEB研究会 詳細分析レポート」（2023年6月）より
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2023年度大学入試概況（学部系統別志願状況：一般選抜）

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「2023年度入試結果第1回出願指導WEB研究会 詳細分析レポート」（2023年6月）より
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2023年度大学入試概況（学部系統別志願状況：総合科学系統）

国公立大 私立大

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「2023年度入試結果第1回出願指導WEB研究会 詳細分析レポート」（2023年6月）より
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2023年度大学入試概況（学部系統別志願状況：学校推薦型・総合型選抜）

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「2023年度入試結果第1回出願指導WEB研究会 詳細分析レポート」（2023年6月）より
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「文理融合系学部」を志望する高校生の特徴

幅広く学びたい
実践的な課題解決力を

身に付けたい≦

✓ 興味の幅が広い

✓ 専門を入学後に決めたい

✓ 将来をゆっくり考えたい

…など

✓ 解決したい社会課題がある

✓ 「何が身に付くか」に興味がある

✓ 「総合的な探究の時間」での
経験を深めたい

…など

他の学部系統と幅広く併願 教育プログラムで志望校を選択
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学年別・教科別好きな割合推移

＊Between「特集：教育改革と学生募集」（2023年№309）
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分析対象

高校時代の過ごし方や、大学入学時の環境によって、大学に対する期待などが変化するのではないか
• 入学時にコロナ禍の影響を受けなかった学年（2019年度）との比較
• 入学時にコロナ禍の影響を受けた学年（2020年度）との比較
• 高校3か年間すべてコロナ禍だった学年（2023年度）は、それまでの学年との違いはあるか

高校3年間 大学1年生

2019年度入学生 通常授業 通常授業

2020年度入学生 通常授業 コロナ禍

2023年度入学生 コロナ禍 コロナ緩和

仮説
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分析に用いたアセスメント：GPS-Academicの測定項目
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「GPS-Academic」における「第一志望」の変化①

「第一志望」の比率は上昇するも、「大学納得度」には変化なし
→【検証すべき観点】 2023年度の「第一志望」はどのような学生か／進学先を何で決めたか…など
→【仮説】 2023年度新入生は、大学に対する理解度が不十分なまま進学先を決めていたのではないか

（例：オープンキャンパスに満足に参加できていない、など）
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「GPS-Academic」における「第一志望」の変化②

「第一志望」の比率は上昇するも、「必要な学びを得られる」には変化なし
→【検証すべき観点】 2023年度の「第一志望」はどのような学生か／希望進路に変化はないか…など
→【仮説】 2023年度新入生は、自分の将来と大学の学びを結び付けて考える機会が限られていたのではないか

（例：オープンキャンパスの制限などにより、大学や学部の内容を幅広く理解し比較する機会が減少、など）

あなたが通う大学で、自分の将来に必要な学びを得ることができると思う
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「GPS-Academic」における「履修選択の考え方」の変化

2020年度生で「楽単志向」が弱まるものの、2023年度生で「楽単志向」が強まる
→【検証すべき観点】 2023年度生の履修科目の変化（過年度との比較）…など
→【仮説】 2023年度生は、学修よりも大学生活の充実を優先したがっているのではないか

（第一志望で、教育目標を理解していたとしても、「コスパ」を高めて友人との活動などに時間をあてる）
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「GPS-Academic」における「高納得度」の学生とは

「高納得度の学生」＝①将来必要な学びを得られると強く思う→②退学の不安がまったくない
→③興味関心が一致→④APをしっかり理解
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3.「文理融合系学部」の学びと社会での活躍
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幸せな活躍状態の定義

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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「幸せな活躍」の学び実態

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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学びのスタイルと身に付けた資質・能力

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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学びのスタイルと非認知能力

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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大学時代の活動と身につけた資質・能力

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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高大の学びが幸せな活躍に与える効果

＊パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」（2021年11月）
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「文理融合系学部の現状と課題」とは ～まとめに代えて～

1. 「文理融合系学部」での教育に対する社会全体からの期待は高まっており、今後も新設・改組が続くと
予測される

2. 「文理融合系学部」を志す高校生は増えることが予測されるが、高校より前の段階からのアプローチも
求められる

3. 「従来からの学生像」が変化する中、「将来必要な学びを得られる」と「強く思える」学生を増やしていく
ことが重要になる

4. 「領域を超えたカリキュラム」で能動的に学び、「学ぶ意味付け」を明確にすることが、多くの資質・能力
の習得につながり、社会に出てからの「幸せな活躍」にも直結する

社会的なニーズが高まる中で、「文理横断・文理融合人材」のさらなる拡大に貢献し
彼ら・彼女らの「幸せな活躍」に直結するような教育プログラムを充実されられるかどうか

その検証と「学修者本人への還元」のための学修成果の可視化・共有を

「文理融合系学部の現状と課題」とは…
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